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ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
は
、
福
沢
諭
吉
や
魯
迅
が
行
っ
た
よ
う
な
近
代
的
批
判
を

経
験
し
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
植
民
地
化
・
西
欧
化
の
中
で
い
つ
の
間

に
か
古
び
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
フ
ァ
ム
・
ク
イ
ン
や
チ
ャ
ン
・
チ
ョ
ン
・

キ
ム
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
派
の
近
代
的
知
識
人
は
西
洋
古
典
に
対
応
す
る
東
洋

の
古
典
と
し
て
、
あ
る
い
は
西
洋
の
科
学
的
理
知
と
補
完
し
あ
う
東
洋
の
道
徳

的
直
観
と
し
て
儒
教
の
再
評
価
を
行
い
、
そ
れ
を
ベ
ト
ナ
ム
の
「
国
粋
」
と
み

な
そ
う
と
し
た

（
１
）

。
こ
こ
に
ベ
ト
ナ
ム
の
伝
統
す
な
わ
ち
儒
教
と
い
う
本
質
主
義

的
理
解
が
捏
造
さ
れ
た
と
み
て
、
か
つ
て
ベ
ト
ナ
ム
の
非
儒
教
性
を
強
調
す
る

研
究
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る[ C

ooke 1994; Taylor 2002
]

。

　

そ
れ
は
い
さ
さ
か
単
純
な
図
式
的
反
応
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
ベ
ト
ナ
ム
社

会
に
儒
教
が
ど
の
程
度
ま
で
浸
透
し
た
か
と
い
う
素
朴
な
問
い
は
依
然
と
し
て

興
味
深
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
五
年
に
日
本
が
フ
ラ
ン
ス
を
排
除
し
て

（
一
九
四
〇
年
・
四
一
年
よ
り
仏
印
に
進
駐
し
、
日
仏
共
同
統
治
）
ベ
ト
ナ
ム

に
「
独
立
」
を
付
与
し
た
際
に
チ
ャ
ン
・
チ
ョ
ン
・
キ
ム
を
首
相
と
す
る
政
府

が
作
ら
れ
る
が
、
そ
の
政
府
が
掲
げ
た
理
念
は
「
民
為
貴
」
で
あ
っ
た
［
白
石 

一
九
九
四
：
三
一
二
］
。
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
は
革
命
道
徳
を
説
く
に
当
た
っ
て
、

儒
教
の
徳
目
の
枠
組
み
に
倣
っ
て
党
と
革
命
に
対
す
る
「
仁
義
智
勇
廉
」を
語
っ

た
［N

guyen 2013

］
。
ゴ
・
デ
ィ
ン
・
ジ
エ
ム
、
ゴ
・
デ
ィ
ン
・
ニ
ュ
ー
の
唱

え
た
「
人
位
説
」
はEm

m
anuel M

ounier

のPersonalism
e

に
基
づ
く
も
の

だ
が
、「
人
倫
」
と
の
関
係
を
指
摘
す
る
見
解
も
あ
る[ Lê 1971: 191 note6

]

。

こ
れ
ら
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
儒
教
の
持
続
性
を
示
す
も
の
な
の
か
。
儒
教
的

レ
ト
リ
ッ
ク
の
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
政
治
利
用
の
復
興
に
過
ぎ
な
い
の
か
。
後
者
だ

と
し
て
も
、
統
治
者
が
利
用
で
き
る
文
化
資
源
と
し
て
儒
教
は
定
着
し
て
い
る

と
は
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
他
方
、
一
般
人
向
け
の
道
徳
と
し
て
の
儒
教

の
息
の
長
さ
も
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。
佐
藤
ト
ゥ
イ
ウ
ェ
ン
の
近
年
の
研
究

［
佐
藤　

二
〇
一
七
］は
、『
二
十
四
孝
』が
十
九
世
紀
前
半
に
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
（
字

喃
［
下
記
］
で
記
述
）
さ
れ
、
植
民
地
化
後
に
漢
字
漢
文
お
よ
び
字
喃
が
使
わ

れ
な
く
な
っ
て
か
ら
も
ク
オ
ッ
ク
グ
ー
（
ロ
ー
マ
字
）
で
表
記
さ
れ
た
版
が
引

き
続
き
出
版
さ
れ
続
け
、
そ
の
動
き
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

前
近
代
ベ
ト
ナ
ム
の
公
式
文
書
と
文
学
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
漢
字
漢
文
で
書

か
れ
て
い
た
。
王
朝
の
民
衆
教
化
の
た
め
の
訓
條
も
そ
う
で
あ
る
。
民
間
に
お

け
る
漢
字
漢
文
教
育
が
ま
ず
重
要
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
漢
字
漢
文
が
読
め
な

い
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
語
表
記
の
た
め

ベトナム阮朝の漢文訓條と民間におけるその受容

　
　
　

ベ
ト
ナ
ム
阮
朝
の
漢
文
訓
條
と
民
間
に
お
け
る
そ
の
受
容

嶋　

尾　
　
　

稔
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に
漢
字
の
原
理
を
応
用
し
た
字
喃
と
い
う
文
字
が
作
ら
れ
た
が
、
漢
字
の
素
養

が
必
要
で
あ
り
標
準
化
・
大
衆
化
せ
ず
結
局
多
く
の
住
民
は
無
文
字
状
態
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
字
喃
に
よ
る
漢
文
著
作
の
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
が
無
意
味
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
漢
字
の
世
界
と
ベ
ト
ナ
ム
語
の
世
界
の
媒
介
者
の
補

助
と
し
て
儒
教
の
普
及
に
お
い
て
も
一
定
程
度
の
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
重
要
な
事
例
と
し
て
こ
こ
で
は
ベ
ト
ナ
ム
阮
朝
（
一
八
〇
二
―

一
九
四
五
）
の
頒
布
し
た
漢
文
訓
條
の
民
間
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
を
取
り

上
げ
、
ベ
ト
ナ
ム
王
朝
の
儒
教
的
教
化
と
民
間
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す

る
た
め
の
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
ベ
ト
ナ
ム
儒

教
史
の
概
要
に
つ
い
て
も
簡
単
な
素
描
を
試
み
る
。

　
　
　
　

一　

ベ
ト
ナ
ム
儒
教
史
へ
の
断
片
的
導
入

　

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
儒
教
知
識
は
科
挙
試
験
と
と
も
に
社
会
の
末
端
に
普
及

し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
ま
ず
そ
の
制
度
的
展
開
の
重
要
な
点
を
押
さ
え
て
お

き
た
い
。
又
、
孔
子
廟
と
経
典
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
点
を
見
て
お
く
。
さ
ら

に
儒
教
式
国
家
の
根
幹
に
関
わ
る
天
観
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。

一
、
科
挙

（
２
） 

　

ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
三
年
一
比
、
郷
試
、
会
試
、
殿
試
の
三
段
階
制
の

科
挙
が
定
着
す
る
の
は
、
黎
朝
（
一
四
二
八
―
一
五
二
七
、
一
五
三
二
―

一
七
八
九
）
聖
宗
時
代
の
光
順
四
年
（
一
四
六
三
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
［
陳 

一
九
八
五
：
六
四
七
］
。
三
年
一
比
は
、
紹
平
元
年
（
一
四
三
四
）
に
一
度
定

め
ら
れ
た
［
陳 

一
九
八
五
：
五
七
七
］
が
、
規
定
通
り
行
わ
れ
な
か
っ
た

（
３
）

。

三
段
階
制
は
陳
朝
（
一
二
二
五
―
一
四
〇
〇
）
末
の
光
泰
九
年
（
一
三
九
六
）

に
始
ま
っ
て
い
る
［
陳 

一
九
八
四
：
四
七
一
］
。
陳
朝
時
代
に
も
、
天
応
政
平

十
五
年
（
一
二
四
六
）
に
七
年
一
比
の
進
士
試
験
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
る
［
陳 

一
九
八
四
：
三
三
三
］
が
、
規
定
通
り
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
と
は
い
え
、

元
寇
を
経
た
十
四
世
紀
に
は
従
来
国
家
を
支
え
て
い
た
王
族
に
代
わ
っ
て
次
第

に
科
挙
官
僚
が
台
頭
し
て
く
る

（
４
）

。

　

王
朝
に
よ
る
試
験
制
度
自
体
は
、
李
朝
（
一
〇
〇
九
―
一
二
二
五
）
時
代
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
［
陳 

一
九
八
四
：
二
四
八
］
が
、
回
数
も
少
な
く
不
定
期

で
あ
っ
た
。
官
僚
の
リ
ク
ル
ー
ト
の
制
度
と
し
て
確
立
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

優
秀
な
知
識
人
を
王
朝
が
確
保
す
る
手
段
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
儒

教
の
試
験
だ
け
で
な
く
、
儒
・
仏
・
道
の
三
教
の
試
験
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
［
陳 

一
九
八
四
：
三
〇
六
］
。
こ
の
試
験
は
陳
朝
初
期
に
も
行

わ
れ
た
。
そ
の
対
象
は
「
三
教
子
【
謂
儒
道
釈
各
承
其
業
者
】
」
で
あ
り
［
陳 

一
九
八
四
：
三
二
三
］
、
儒
教
、
仏
教
、
道
教
を
そ
れ
ぞ
れ
継
承
す
る
者
が
あ
っ

た
ら
し
い
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

十
五
世
紀
後
半
以
降
の
ベ
ト
ナ
ム
の
科
挙
制
度
で
注
目
す
べ
き
は
、
社

（
５
）

と
呼

ば
れ
る
行
政
村
の
役
割
で
あ
る
。
社
の
規
模
に
応
じ
て
受
験
者
の
定
員
が
決
め

ら
れ
、
受
験
者
の
人
物
保
証
は
社
長
が
行
っ
た
［
陳 

一
九
八
五
：
六
四
五
―

―
六
四
六
、
七
七
一
―
七
七
二
］
。
ベ
ト
ナ
ム
の
科
挙
は
村
に
基
盤
を
置
い
た
も

の
で
あ
り
、
村
の
「
儒
者
」
の
役
割
が
重
要
で
あ
っ
た
。

二
、
廟

　

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
孔
子
廟
の
建
設
は
『
大
越
史
記
全
書
』
に
よ
れ
ば
李
朝

期
の
神
武
二
年
（
一
〇
七
〇
）
に
始
ま
る
。
こ
の
と
き
孔
子
、
周
公
、
四
配
の

像
が
祀
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
定
七
年
（
一
一
四
六
）
に
も
孔
子
廟
を

建
て
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
さ
ら
に
陳
朝
期
の
元
豊
三
年
（
一
二
五
三
）
に

日本儒教学会報 四
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は
国
学
院
を
建
て
て
孔
子
、
周
公
、
亜
聖
の
像
を
祀
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
［
陳 

一
九
八
四
：
二
四
五
、
二
九
五
、
三
三
六
］
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る

（
６
）

が
、
李
朝
、

陳
朝
時
代
に
は
、
孔
子
だ
け
で
は
な
く
周
公
も
祭
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
よ
う
で
あ
る
。
十
五
世
紀
後
半
の
文
廟
に
な
る
と
周
公
を
祀
っ
た
と
は
記
さ

れ
て
い
な
い
［
陳 
一
九
八
五
：
六
五
二
、
七
一
七
］
。
中
国
で
は
唐
代
に
孔
子

の
み
を
祭
る
制
度
が
確
立
し
て
い
る

（
７
）

が
、
ベ
ト
ナ
ム
は
そ
れ
に
倣
わ
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

十
五
世
紀
の
初
頭
に
一
代
限
り
の
短
期
王
朝
（
一
四
〇
〇
―
〇
七
）
を
起
こ

し
た
胡
季
犛
（
黎
季
犛
）
と
い
う
人
物
が
お
り
、
彼
は
陳
朝
末
期
に
上
皇
に
『
明

道
』
十
四
篇
を
上
進
し
て
い
る
。
原
本
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
ご
く
簡
単
な
概

略
が
『
大
越
史
記
全
書
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
［
陳 

一
九
八
五
：
四
六
七
―

四
六
八
］
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
周
公
を
先
聖
と
し
文
廟
で
は
正
座
に
置
き
南
面

と
し
、
孔
子
を
先
師
と
し
て
西
面
と
す
る
よ
う
に
彼
は
主
張
し
て
い
る
。
又
、

論
語
に
は
四
疑
が
あ
る
と
し

（
８
）

、
さ
ら
に
韓
愈
以
降
、
朱
子
に
い
た
る
宋
学
の
学

者
を
痛
罵
し
て
い
る
。
こ
れ
は
同
時
代
の
国
士
助
教
段
春
雷
か
ら
批
判
さ
れ
、

黎
朝
の
正
史
の
編
纂
者
で
あ
る
呉
士
連
か
ら
孔
子
批
判
の
非
常
識
を
な
じ
ら
れ

て
い
る
。
胡
季
犛
の
著
作
が
同
時
代
の
基
準
で
も
個
性
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
が
、
周
公
を
尊
崇
す
る
伝
統
の
名
残
を
見
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
経
典
そ
の
他

　

陳
朝
期
に
は
国
士
監
で
四
書
五
経
の
教
授
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
［
陳 

一
九
八
四
：
三
三
六
、
三
四
八
］
が
、
明
の
永
楽
帝
が
ベ
ト
ナ
ム
を

短
期
間
支
配
し
て
い
た
所
謂
属
明
期
（
一
四
〇
七
―
二
八
）
に
『
四
書
大
全
』

『
五
経
大
全
』
『
性
理
大
全
』
が
ベ
ト
ナ
ム
に
導
入
さ
れ
た
［
陳 

一
九
八
五
：

五
一
七
］
こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
科
挙
試
験

の
問
題
と
し
て
は
『
大
学
』
『
中
庸
』
は
敬
遠
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
［
佐
世 

一
九
九
九;

 

三
―
四

（
９
）

］
。

　

儒
教
の
民
間
へ
の
普
及
が
進
ん
だ
十
八
世
紀
に
は
儒
教
の
解
説
・
翻
訳
本
と

し
て
『
寿
梅
家
礼
』
、
『
経
史
時
務
策
学
提
綱

（
（1
（

』
、
『
四
書
約
解
』
、
『
春
秋
管
見
』

な
ど
が
現
れ
た
［Shim

ao 2011
;
 

嶋
尾 

二
〇
一
二;

 

阮N
guyễn 2013

］
。

十
九
世
紀
に
は
『
五
経
節
要
演
義
』
、
『
二
十
四
孝
演
歌
』
、
『
嗣
徳
聖
製
論
語

釈
義
歌
』
な
ど
あ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
明
命
帝
の
訓
條
発
布
後
の
明
命

二
十
年
（
一
八
三
九
）
に
『
小
学
』
が
『
子
朱
子
小
学
全
書
』
の
名
で
刊
行
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
『
小
学
』
は
植
民
地
化
後
の
成
泰
十
八
年

（
一
九
〇
六
）
に
も
『
子
朱
子
小
学
略
編
』
の
名
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

（
（1
（

。

四
、
天

　

明
命
帝
は
、
「
人
欲
清
尽
、
天
理
流
行
」
「
士
希
賢
、
賢
希
聖
、
聖
希
天
」
な

ど
と
宋
学
的
な
常
套
句
を
吐
い
て
見
せ
る
一
方
、
国
の
大
事
は
「
祀
」
と
「
戎
」

で
あ
る
と
し
て
、
天
地
を
祀
る
壇
の
在
り
方
に
意
を
用
い
て
い
る

（
（1
（

。

　

明
命
帝
の
示
し
た
政
治
模
範
に
つ
い
て
、『
貞
観
政
要
』
に
倣
っ
て
（
と
言
っ

て
も
構
成
も
主
意
も
異
な
る
が
）
『
明
命
政
要
』
な
る
書
が
編
ま
れ
た
が
、
そ

の
冒
頭
の
主
題
が
「
敬
天
」
で
あ
り
、
「
天
譴
論
」
的
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。

疫
病
旱
魃
に
対
し
て
形
式
的
に
反
省
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
事
例
も
あ
れ

ば
、
土
砂
の
堆
積
で
通
行
困
難
に
な
っ
た
フ
エ
の
沿
海
部
の
河
口
が
神
霊
に
祈

願
す
る
こ
と
で
開
通
し
た
こ
と
に
対
し
て
「
天
人
交
感
之
間
、
倍
増
敬
慎
」
と

述
べ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

（
（1
（

。
お
天
道
様
に
お
祈
り
す
る
感
覚
も
残
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
、
さ
ら
な
る
検
討
を
要
す
る
。

ベトナム阮朝の漢文訓條と民間におけるその受容
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二　

ベ
ト
ナ
ム
王
朝
の
教
化
と
社
会
的
影
響

一
、
十
八
世
紀
以
前

　

阮
朝
明
命
帝
の
訓
條
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
、
そ
れ
に
先
行
す
る
時
代
の

教
化
条
例
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。

　

明
の
永
楽
帝
の
支
配
期
に
交
趾
等
処
承
宣
布
政
司
が
「
申
明
教
化
榜
文
」「
宣

明
教
化
榜
文
」
を
出
し
て
お
り
、
『
安
南
志
原
』
巻
三
が
全
文
を
載
せ
て
い
る
。

明
朝
が
ベ
ト
ナ
ム
方
面
の
教
化
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
』
巻
二
四
景
統
二
年
（
一
四
九
九
）
秋
七
月
条
に
は
、

聖
宗
の
定
め
た
訓
條
二
十
四
条
を
こ
こ
に
至
っ
て
申
明
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
註
に
『
天
南
餘
暇
集
』
を
引
き
、
そ
の
全
文
を
載
せ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
黎
朝
は
莫
氏
の
簒
奪
に
よ
り
一
時
中
断
し
、
中
興
後
も
北
部
の
実

権
は
鄭
氏
が
握
り
、
中
部
で
自
立
し
た
阮
氏
政
権
と
断
続
的
に
戦
争
を
行
っ

た
。
十
七
世
紀
の
七
十
年
代
に
内
線
状
態
は
一
旦
終
結
す
る
が
、
そ
の
よ
う

な
展
望
の
見
え
始
め
た
景
治
元
年
（
一
六
六
三
）
に
長
文
の
「
教
化
四
十
七

條
」
が
申
明
さ
れ
て
い
る[ Trần ed. 1962

]

［
陳 

一
九
八
六
：
九
七
四
］
［
陳　

一
九
九
二
］
。
『
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
』
巻
三
三
景
治
元
年
秋
七
月
條
に
よ
れ
ば
、

社
長
が
亭
（
村
の
集
会
所
）
に
教
条
を
掲
げ
、
郷
飲
の
日
に
男
婦
老
幼
を
集
め

て
講
読
・
解
説
し
勧
善
懲
悪
の
主
旨
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
風
俗
を
善
良
に

導
く
よ
う
規
定
さ
れ
た
。
十
八
世
紀
前
半
に
は
北
部
ベ
ト
ナ
ム
で
農
民
反
乱
が

多
発
し
た
。
『
同
』
巻
四
一
景
興
十
二
年
六
月
條
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
期
の
終

盤
の
景
興
十
二
年
（
一
七
五
一
）
に
再
び
教
化
四
十
七
条
が
申
明
さ
れ
た
が
、

黎
末
の
混
乱
の
な
か
で
等
閑
視
さ
れ
た
。
レ
・
フ
ウ
・
ム
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ

の
と
き
字
喃
表
記
の
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
が
作
成
さ
れ
て
い
る
［Lê H

ữu M
ục ed. 

1971: 92-93

］
。

　

教
化
条
例
の
村
々
へ
の
配
布
・
講
読
、
漢
文
訓
條
の
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
（
字
喃

表
記
）
の
先
例
が
黎
朝
期
に
存
在
す
る
こ
と
を
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　

こ
こ
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
教
条
の
み
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
以
外
に
も
王

朝
は
折
に
触
れ
て
道
徳
教
化
の
条
例
を
出
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
気
が

付
い
た
一
例
を
挙
げ
る
と
、
保
泰
元
年
（
一
七
二
〇
）
八
月
に
教
化
十
条
が
頒

行
さ
れ
て
い
る
［
陳 

一
九
八
六
：
一
〇
四
七
］
。

二
、
明
命
帝
の
訓
條

　

阮
朝
は
ベ
ト
ナ
ム
史
上
初
め
て
シ
ャ
ム
湾
岸
か
ら
中
越
国
境
山
地
ま
で
を

統
一
的
に
支
配
す
る
こ
と
に
な
っ
た
王
朝
で
あ
り
、
そ
の
国
家
統
合
を
慎
重

に
進
め
た
。
都
は
中
部
の
フ
エ
に
あ
っ
た
が
、
建
国
当
初
は
ハ
ノ
イ
と
サ
イ

ゴ
ン
に
北
城
と
嘉
定
城
と
い
う
地
方
統
治
機
構
を
置
い
て
分
権
支
配
を
行
っ

た
。
明
命
帝
も
即
位
後
し
ば
ら
く
は
そ
の
方
式
に
従
っ
た
が
、
明
命
十
二
年

（
一
八
三
一
）
・
十
三
年
（
一
八
三
二
）
に
両
城
を
廃
止
し
て
清
朝
モ
デ
ル
の
中

央
集
権
体
制
へ
の
移
行
を
断
行
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
北
部
山
地
か
ら
サ
イ
ゴ

ン
ま
で
全
土
で
反
乱
が
発
生
し
、
さ
ら
に
シ
ャ
ム
の
軍
事
進
攻
も
惹
起
し
た
［
嶋

尾 

二
〇
〇
一
］
。
明
命
帝
が
訓
條
を
頒
行
し
た
の
は
、
そ
れ
ら
の
反
抗
が
よ
う

や
く
沈
静
化
し
つ
つ
あ
る
と
き
で
あ
っ
た
。

　

１　

訓
條
制
定
と
そ
の
受
容

　

こ
こ
で
検
討
す
る
主
た
る
資
料
は
、
『
大
南
寔
録
』
の
関
係
記
事
、
『
上
諭
訓

條
抄
本
解
音
（
附
演
歌
）
』
（
ベ
ト
ナ
ム
漢
文
字
喃
研
究
所
所
蔵 A

B
555

）
、『
上

諭
訓
條
』
（
ベ
ト
ナ
ム
漢
文
字
喃
研
究
所
所
蔵 

V
H

v.2485

）
、
『
聖
諭
十
條
演

義
歌
』
［Lê H

ữu M
ục ed. 1971

］
で
あ
る
。
検
討
箇
所
は
、
末
尾
に
ま
と
め

て
掲
載
し
た
。

日本儒教学会報 四
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月
の
朔
日
に
会
講
を
行
う
。
村
方
で
最
初
に
上
諭
・
訓
條
を
受
け
取
っ
た
と
き

に
は
、
村
の
知
識
人
が
原
本
を
読
み
上
げ
、
逐
語
逐
条
を
丁
寧
に
説
明
し
、
村

夫
・
学
童
全
員
に
理
解
さ
せ
る
。
そ
の
後
は
四
季
月
の
朔
日
に
会
講
を
行
う
（
資

料
③
傍
線
部
）
。

　

村
々
の
末
端
の
庶
民
ま
で
訓
條
の
理
解
が
行
き
渡
る
こ
と
を
制
度
の
目
標
と

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

１
―
２　

ハ
ノ
イ
に
お
け
る
積
極
的
反
応

　

こ
の
訓
條
が
頒
行
さ
れ
る
と
、
ハ
ノ
イ
の
民
間
人
に
こ
れ
に
敏
感
に
反
応
す

る
人
物
が
現
れ
た
。
河
内
省
懐
徳
府
永
順
県
安
寧
社
の
医
師
陳
文
義
で
あ
る
。

無
名
の
人
で
あ
り
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
ハ
ノ
イ
郊
外
の
医
者
と
い
う
以
外

に
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。
『
国
朝
郷
科
録
』
に
も
こ
の
人
物
の
掲
載
は
な
く
、

郷
試
に
も
合
格
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
年
に
同

村
か
ら
陳
文
洪
（
供
と
改
名
）
と
い
う
人
物
が
挙
人
に
合
格
し
て
い
る
（
『
同
』

巻
２
）
。
も
し
か
す
る
と
親
族
か
も
し
れ
な
い
。
学
業
と
全
く
無
縁
の
村
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

陳
文
義
は
、
明
命
帝
の
公
布
し
た
漢
文
訓
條
の
散
文
版
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
（
「
解

音
」
）
を
作
り
、
同
年
十
一
月
吉
日
に
刊
行
し
、
翌
明
命
十
六
年
（
一
八
三
五
）

正
月
十
日
に
は
韻
文
版
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
（
「
演
歌
」
）を
出
版
し
て
い
る
。
「
解
音
」

の
跋
文
に
よ
る
と
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
を
作
っ
た
意
図
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
訓

條
を
家
々
に
必
ず
理
解
さ
せ
る
と
い
う
方
針
を
受
け
て
、
家
の
子
弟
や
村
の
児

童
と
日
夜
誦
読
し
た
が
、
そ
の
文
意
に
は
簡
単
で
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、
学
識

の
浅
い
も
の
は
「
訓
詁
」
が
な
い
と
理
解
で
き
な
い
と
考
え
た
。
「
解
音
」
も
「
訓

詁
」
の
一
種
で
あ
る
。
文
意
を
考
え
て
詳
し
く
「
解
音
」
を
作
っ
た
が
、
一
家

一
郷
の
便
に
供
せ
ん
と
願
う
の
み
で
あ
る
（
資
料
④
）
。
「
解
音
」
の
実
際
に
つ

ベトナム阮朝の漢文訓條と民間におけるその受容

　

以
下
、
明
命
帝
の
訓
條
の
公
布
と
そ
の
ハ
ノ
イ
に
お
け
る
受
容
の
一
事
例
に

つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
。

　

１
―
１　

制
度

　

『
大
南
寔
録
』
に
よ
れ
ば
、
明
命
十
五
年
（
一
八
三
四
）
夏
六
月
に
訓
條
を

中
外
に
公
布
す
る
に
当
た
っ
て
、
明
命
帝
は
無
頼
の
徒
が
邪
教
や
酒
・
賭
博
で

愚
か
な
民
を
誘
惑
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
民
衆
教
化
に
よ
っ
て
醇
風
美
俗
を
維

持
す
る
こ
と
が
国
家
長
久
の
至
計
で
あ
る
と
表
明
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
を
達

す
る
た
め
に
、
「
清
国
聖
諭
広
訓
」
に
倣
っ
て
訓
條
を
明
ら
か
に
列
挙
し
、
愚

か
な
人
民
で
も
わ
か
る
よ
う
に
厳
か
だ
が
飾
り
気
の
な
い
言
葉
遣
い
に
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
る
（
資
料
①
）
。

　

『
上
諭
訓
條
抄
本
解
音
』
に
よ
る
と
、
全
国
へ
の
公
布
に
先
立
ち
明
命
十
五

年
五
月
十
五
日
に
上
諭
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
指
示
が
記

さ
れ
て
い
る
。
中
央
・
地
方
の
省
長
官
（
京
尹
、
総
督
・
巡
撫
・
布
政
・
按
察
）

は
「
原
送
印
本
」
を
管
轄
下
の
村
々
に
送
る
。
ま
た
、
府
・
県
の
学
官
及
び
該

総
・
里
長
（
複
数
行
政
村
の
長
と
行
政
村
の
長
）
に
命
じ
て
礼
部
の
送
っ
た
儀

註
に
従
っ
て
士
庶
軍
人
に
対
し
て
教
条
を
定
期
的
に
読
み
上
げ
て
理
解
さ
せ

る
。
家
々
で
誦
読
を
習
慣
づ
け
次
第
に
人
々
が
善
に
帰
す
る
よ
う
に
す
る
。
こ

れ
を
具
文
と
見
な
す
こ
と
が
無
い
よ
う
体
得
さ
せ
美
俗
を
実
現
し
人
々
の
幸
福

と
国
家
の
安
定
を
図
る
（
資
料
②
）
。

　

同
資
料
に
よ
る
と
、
礼
部
の
儀
註
は
同
年
六
月
十
九
日
に
上
奏
さ
れ
た
。
諸

規
定
の
な
か
で
在
地
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
点
を
拾
い
出
し
て
み
る
。
ま
ず
所

在
の
学
舎
・
家
塾
の
教
師
が
上
諭
・
訓
條
を
写
し
て
学
童
に
授
け
る
こ
と
を
許

可
し
て
い
る
。
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
規
定
も
見
え
る
。
承
天
府
及
び
各
府
・
県
・

州
の
役
所
で
は
春
秋
二
孟
月
の
吉
日
に
、
内
外
の
公
立
学
校
に
お
い
て
は
四
仲



- 22 -

い
て
は
資
料
⑥
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ロ
ー
マ
字
表
記
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

韻
文
版
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
に
は
序
も
跋
も
な
く
、
そ
の
作
成
意
図
は
推
測
す
る

よ
り
ほ
か
な
い
。
阮
朝
期
に
お
い
て
六
八
体
の
韻
文
形
式
は
『
金
雲
翹
』
に
代

表
さ
れ
る
字
喃
文
学
の
流
行
に
よ
り
一
般
化
し
て
い
た
の
で
、
散
文
訳
よ
り
親

し
み
や
す
く
口
ず
さ
み
や
す
く
覚
え
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
所
期
の
目
的
に

よ
り
適
う
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
演
歌
」
の
実
際
に
つ
い
て
は
資
料

⑦
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ロ
ー
マ
字
表
記
部
分
の
太
字
は
韻
を
踏
ん
で
お
り
、
下

線
部
は
平
仄
の
規
則
に
従
っ
て
い
る
。

　

陳
文
義
の
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
ハ
ノ
イ
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
直
接
的
に
語
る
資
料
は
見
出
し
て
い
な
い

が
、
全
く
無
視
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
の
が
、
『
上
諭
訓
條
』

の
出
版
で
あ
る
。
こ
の
本
は
陳
文
義
の
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
よ
り
若
干
遅
れ
て
明
命

十
六
年
の
春
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
作
者
は
不
明
で
あ
る
。
韻
文
訳
は
な
く
散

文
訳
の
み
で
あ
る
。
そ
の
訳
は
陳
文
義
の
も
の
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
と
は

い
え
、
大
き
く
違
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
漢
文
正
文
の
割
注
と
し
て
字
喃

表
記
の
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
を
置
く
体
裁
も
同
じ
で
あ
り
、
似
た
本
と
い
う
印
象
は

否
め
な
い
。
一
種
の
模
倣
本
と
み
な
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
陳
文
義
の
発
案
に
な
る
訓
條
の
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
に
は

あ
る
程
度
の
需
要
が
存
在
し
、
模
倣
し
て
出
版
す
る
意
欲
を
掻
き
立
て
る
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
以
外
に
模
倣
本
は
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
大
評
判
を
博
し
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

明
命
帝
の
訓
條
の
そ
の
後
の
展
開
で
あ
る
が
、
三
十
数
年
後
の
嗣
徳
二
十
三

年
〈
一
八
七
〇
〉
に
な
っ
て
嗣
徳
帝
に
よ
っ
て
訓
條
の
韻
文
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
で

あ
る
『
御
製
聖
諭
訓
迪
十
條
演
義
歌
』
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
皇
帝
は
文
人

趣
味
の
人
で
、
多
く
の
著
作
を
も
の
し
て
お
り
、
漢
文
の
ベ
ト
ナ
ム
語
韻
文
訳

も
得
意
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
内
容
的
に
も
明
命
帝
の
訓
條
は
依
然
重
要
な
も

の
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
韻
文
訳
は
陳
文
義
の
も
の
と
は
全
く
異

な
っ
て
お
り
、
影
響
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

２　

訓
條
の
解
釈

　

陳
文
義
の
『
上
諭
訓
條
抄
本
解
音
』
は
漢
文
に
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
を
付
す
だ
け

で
な
く
、
訓
條
正
文
が
依
拠
し
て
い
る
出
典
に
つ
い
て
註
も
つ
け
、
読
者
の
理

解
を
深
め
る
工
夫
を
し
て
い
る
。
資
料
②
⑤
の
傍
線
部
分
に
つ
い
て
注
記
が
あ

る
。
出
典
と
し
て
は
『
書
経
』『
周
礼
』『
大
学
』『
孟
子
』『
易
経
』『
論
語
』『
礼

記
』
『
詩
経
』
『
忠
経
』
が
確
認
で
き
る
。

　

資
料
②
の
上
諭
の
冒
頭
部
分
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
お
く
。
注
記
は
割
注

の
中
に
記
さ
れ
る
場
合
と
上
部
欄
外
に
囲
み
記
事
の
形
で
記
さ
れ
る
場
合
と
そ

の
両
方
で
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
「
孟
春
遒
人
徇
路
」
と
「
正
月
州
長
讀
法
」

に
は
割
注
の
な
か
に
「
出
書
胤
征
」
「
出
周
礼
」
と
記
し
た
上
で
欄
外
に
「
周

礼
地
官
。
州
長
。
各
掌
其
州
之
教
治
政
令
之
法
。
正
月
之
吉
、
各
属
其
州
之
民

而
読
法
、
以
考
其
徳
行
道
藝
而
勧
之
、
以
糾
其
過
悪
而
戒
之
。
属
聚
也
。
」
と

『
周
礼
』
の
原
文
を
引
い
て
い
る
。
『
書
経
』
胤
征
の
「
毎
歳
孟
春
、
遒
人
以
木

鐸
徇
于
路
」
の
方
は
訓
條
の
宣
読
と
は
少
し
話
が
違
う
の
で
引
か
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
註
に
よ
っ
て
明
命
帝
の
新
制
度
が
古
典
的
な
真
正

さ
を
持
つ
こ
と
が
読
者
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
興
譲
興
仁
」
に
は
欄

外
に
「
大
学
第
九
章
。
一
家
仁
一
国
興
仁
、
一
家
譲
一
国
興
譲
」
と
あ
る
。
「
美

成
在
久
」
に
は
割
注
に
「
出
荘
子
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
「
善
政
善
教
」
に

は
欄
外
に
「
孟
子
尽
心
篇
。
善
政
民
畏
之
、
善
教
民
愛
之
。
」
と
い
う
引
用
が

付
さ
れ
て
い
る
。
「
恒
道
之
貞
」
に
は
割
注
に
「
出
易
恒
卦
」
と
あ
る
の
み
で
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ベトナム阮朝の漢文訓條と民間におけるその受容

あ
る
。
「
深
思
富
而
後
教
之
義
」
に
は
割
注
に
「
出
論
語
」
と
あ
り
、
欄
外
に

は
「
論
語
子
路
篇
。
冉
有
曰
既
富
矣
、
又
何
加
焉
。
子
曰
教
之
。
」
と
い
う
引

用
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

明
命
帝
の
用
い
る
儒
教
的
イ
デ
ィ
オ
ム
を
民
間
の
知
識
人
も
共
有
し
て
い
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
間
の
知
識
人
の
媒
介
を
前
提
と
し
て
こ
の

制
度
が
成
り
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

結
び
に
代
え
て

　

ハ
ノ
イ
の
陳
文
義
な
る
医
師
が
村
の
子
供
た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

明
命
帝
の
訓
條
の
ベ
ト
ナ
ム
語
訳
と
註
を
作
成
し
た
こ
と
を
見
て
き
た
。
実
は

明
命
帝
自
身
も
こ
の
訓
條
を
児
童
の
学
習
入
門
に
有
益
な
も
の
と
考
え
て
い
た

節
が
あ
る
。
明
命
十
八
年
（
一
八
三
七
）
に
河
内
布
政
の
尊
壽
徳
が
、
初
等
教

育
の
順
序
を
正
し
、
『
忠
経
』
『
孝
経
』
か
ら
『
小
学
』
「
四
書
」
に
い
た
り
、

さ
ら
に
「
五
経
子
史
」
に
進
む
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
を
提
案
し
た
際
に
、
そ
の

提
案
を
現
実
的
で
な
い
と
否
定
し
、
「
人
倫
日
用
之
常
」
を
正
す
こ
と
が
最
も

大
事
で
あ
り
、
勧
善
懲
悪
に
有
益
な
本
で
あ
れ
ば
何
を
学
ん
で
も
よ
い
と
し
、

自
分
が
先
年
頒
行
し
た
教
條
に
『
忠
経
』
『
孝
経
』
の
大
意
は
含
ま
れ
て
い
る

と
自
負
し
て
い
る

（
（1
（

。

　

明
命
帝
の
訓
條
の
公
布
に
積
極
的
に
呼
応
す
る
人
が
ハ
ノ
イ
に
一
人
存
在
し

た
こ
と
は
確
認
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
実
は
ハ
ノ
イ
以
外
の
状
況
に
つ
い
て
は

全
く
わ
か
ら
な
い
。
北
部
山
地
の
中
越
国
境
地
帯
（
タ
イ
語
系
の
住
民
）
に
つ

い
て
断
片
的
な
情
報
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
明
命
十
八
年
（
一
八
三
七
）

に
訓
條
を
「
土
音
」
に
翻
訳
し
て
村
々
に
送
る
提
案
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、

成
果
の
ほ
ど
は
定
か
で
な
い

（
（1
（

。

資
料

①
「
甲
午
明
命
十
五
年
夏
六
月
攽
訓
條
于
中
外
。

一
曰
敦
人
倫[

・
・
・]

二
曰
正
心
術[

・
・
・]

三
曰
務
本
業[

・
・
・]

四
曰
尚
節
倹[

・
・
・]

五
曰
厚
風
俗[

・
・
・]

六
曰
訓
子
弟[

・
・
・]

七
曰
崇
正
学[

・
・
・]

八
曰
戒
淫
慝[

・
・
・]

九
曰
慎
法
守[

・
・
・]

十
曰
廣
善
行[

・
・
・]

先
是
、
帝
謂
礼
部
曰
、
固
国
係
乎
人
心
、
而
美
俗
必
関
乎
教
化
、
近
来
無
頼
之

徒
或
導
之
以
邪
教
、
或
誘
之
以
酒
博
。
愚
蠢
小
民
多
為
其
所
蠱
惑
。
此
盗
賊
所

以
不
能
止
也
。
朕
毎
念
吾
民
未
富
、
未
可
言
教
。
惟
経
乱
之
余
、
人
心
稍
已
悔
悟
。

乗
此
而
教
之
、
易
於
為
力
。
爾
部
可
倣
清
國
聖
諭
広
訓
大
意
、
明
列
訓
條
、
務

在
辞
意
荘
雅
、
不
必
浮
飾
、
使
愚
夫
愚
婦
莫
不
知
之
。
則
可
以
反
薄
回
醇
、
風

俗
帰
厚
、
此
亦
国
家
長
久
之
至
計
也
」

『
大
南
寔
録
』
正
編
第
二
紀
巻
一
二
九
：
一
ａ
―
八
ａ
。

②
「
上
諭
。
自
古
聖
帝
明
王
、
以
正
道
涖
天
下
、
必
以
化
民
成
俗
為
先
務
。
身

教
言
教
、
具
有
儀
型
。
又
慮
民
之
観
感
不
一
、
視
聴
難
斉
、
則
設
孟
春
遒
人
徇

路
、
正
月
州
長
讀
法
之
制
。
用
能
家
喩
戸
暁
、
興
譲
興
仁
、
以
臻
雍
熙
悠
久
之
盛
。

我
国
家
肇
基
南
服
、
神
傳
聖
継
、
二
百
余
年
。
徳
意
汪
涵
、
美
成
在
久
。
奉
我
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皇
考
世
祖
高
皇
帝
大
定
之
後
、
興
学
校
以
育
才
、
頒
條
例
以
正
俗
。
善
政
善
教
、

浹
于
民
心
、
恒
道
之
貞
、
匹
庥
前
古
。
朕
丕
紹
鴻
圖
、
率
循
大
卞
。
深
思
富
而

後
教
之
義
。
向
来
綏
彫
撫
瘵
、
降
赦
蠲
租
。
拳
拳
以
恵
養
黎
元
為
念
。
雖
未
能

使
吾
民
咸
臻
富
庶
、
然
而
涵
養
安
佚
、
経
今
十
有
五
年
矣
、
教
訓
正
俗
、
亶
維

其
時
。
節
経
諭
令
諸
地
方
廉
訪
孝
順
節
義
、
一
有
奏
上
、
即
厚
加
旌
賞
。
與
夫

賢
良
方
正
之
士
、
亦
命
所
在
捜
求
。
寔
惟
勸
勵
有
方
、
以
為
人
心
風
俗
至
計
。

重
念
民
彜
物
則
、
具
此
知
能
、
専
室
蓬
廬
必
有
忠
信
。
其
間
誠
樸
醇
厚
、
固
不

乏
人
。
然
亦
有
気
稟
所
蔽
物
欲
所
昏
。
是
以
不
可
無
教
。
朕
嘗
閲
刑
部
所
上
案
宗
、

見
有
頑
冥
無
知
、
軽
犯
憲
網
、
誠
可
矜
憐
。
朕
心
殊
所
不
忍
。
且
如
無
頼
悪
棍

及
狂
狡
不
逞
之
徒
、
毎
有
敢
行
不
軌
。
随
即
盡
踏
刑
誅
。
此
則
順
逆
之
理
諒
已

昭
然
。
凡
有
耳
目
皆
可
聞
知
、
固
不
待
繁
言
而
後
暁
也
。
第
思
牖
民
孔
易
當
在

平
時
、
爰
命
撰
訓
迪
之
辞
凡
十
條
、
頒
行
天
下
。
再
勅
礼
部
擬
撰
儀
註
、
分
送

京
外
諸
地
方
。
爾
京
尹
及
諸
督
撫
布
按
、
各
宜
體
朕
此
意
、
将
原
送
印
本
、
遍

送
所
轄
諸
総
里
社
村
。
並
転
飭
属
轄
府
県
学
政
及
該
総
里
長
等
、
各
遵
部
送
儀

註
、
遍
飭
士
庶
軍
人
将
此
等
教
條
以
時
宣
讀
講
明
、
務
使
家
傳
人
誦
、
相
規
以
成
。

日
染
月
濡
同
帰
于
善
。
爾
士
庶
軍
人
等
切
勿
視
為
具
文
、
必
身
體
力
行
、
胥
然

胥
傚
。
務
期
革
薄
従
忠
、
薫
成
美
俗
、
於
以
永
迓
天
庥
、
咸
蒙
多
福
。
爾
臣
庶

盡
享
春
臺
壽
域
、
而
朝
廷
亦
得
長
治
久
安
、
則
朕
眷
念
爾
等
臣
庶
思
以
教
育
而

成
全
之
。
一
片
苦
心
方
不
虚
負
矣
。
欽
此
。

明
命
十
五
年
五
月
十
五
日
」

『
上
諭
訓
條
抄
本
解
音
』

③
「
礼
部
臣
等
謹
奏
為
遵
諭
撰
擬
儀
註
恭
摺
具
奏
仰
祈
聖
鑒
事
。

（
略
）

茲
臣
等
奉
撰
擬
儀
註
逐
款
臚
列
謹
奉
呈
進
。
如
蒙
兪
允
、
請
即
由
臣
部
恭
録
一

體
奉
行
頒
給
京
外
諸
地
方
。
再
即
抄
録
併
行
分
送
府
県
、
転
録
送
社
民
。
各
照

内
永
遠
遵
行
、
俾
会
講
之
時
儀
文
既
粛
、
観
聴
自
孚
、
而
後
知
所
砥
徳
励
行
矣
。

再
臣
等
有
所
思
者
。
此
次
欽
奉
命
撰
訓
條
均
要
文
従
字
順
辞
義
坦
明
、
原
欲
使

人
易
曉
。
即
凡
臣
庶
之
家
教
訓
子
弟
、
皆
可
使
幼
而
学
之
、
壮
而
行
之
。
不
特

時
其
聚
会
、
然
後
為
可
講
也
。
茲
擬
請
由
各
該
地
方
官
転
飭
所
在
学
舎
・
家
塾

聴
各
該
師
長
等
奉
将
上
諭
訓
條
傳
写
以
授
童
学
。
庶
使
得
之
養
教
之
素
而
美
俗

可
興
矣
。

（
略
）

嗣
後
、
其
承
天
府
及
各
省
府
県
州
衙
、
歳
以
春
秋
二
孟
吉
日
、
其
内
外
各
該
学

臣
以
四
仲
月
朔
、
照
例
奉
行
会
講
。
仍
遵
依
前
次
儀
註
辧
理
。

一
各
該
社
民
接
到
府
県
臣
転
送
原
本
、
宜
即
由
該
長
目
或
郷
紳
等
員
転
飭
社
村

内
傳
写
多
分
、
仍
択
吉
日
会
齊
社
村
人
民
等
于
該
社
村
会
亭
。
正
中
間
設
紅
案

一
、
奉
安
欽
送
訓
條
原
本
、
該
長
目
郷
紳
整
備
衣
巾
、
趨
廷
行
五
拝
礼
訖
、
率

民
人
等
以
次
静
坐
。
該
長
目
或
郷
紳
一
人
稍
有
文
学
通
曉
義
理
者
、
奉
将
原
本

宣
讀
。
亦
先
讀
諭
語
、
次
讀
訓
條
。
均
逐
句
逐
條
講
説
義
理
。
毋
得
草
草
説
過
、

要
十
分
明
白
、
使
村
夫
童
学
亦
皆
可
曉
。
其
在
会
預
聴
者
亦
須
體
認
服
膺
、
庶

有
実
得
。
講
完
一
遍
奉
安
原
本
于
案
上
。
該
長
目
郷
紳
各
趨
廷
行
五
拝
礼
而
退
。

仍
通
飭
各
該
社
民
等
各
要
體
認
領
会
、
胥
相
訓
誘
、
毋
得
視
為
具
文
。

嗣
後
歳
以
四
季
月
朔
、
照
例
会
講
、
遵
依
前
次
儀
註
辧
理
。
仍
由
府
県
臣
以
時

申
飭
総
里
按
例
奉
行
。
若
有
疎
懈
曠
廃
覚
出
。
聴
該
府
県
員
即
将
該
総
里
長
懲

辧
、
以
示
警
策
。

明
命
拾
五
年
陸
月
拾
玖
日
題
（
以
下
略
）
」

『
同
』

④
「
聖
訓
十
條
頒
行
天
下
。
必
使
家
喩
而
戸
曉
者
也
。
醫
士
義
嘗
與
家
之
子
弟

日本儒教学会報 四
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郷
之
耆
童
、
日
夕
盥
誦
、
然
其
中
文
義
多
未
易
曉
、
因
念
寡
陋
者
非
訓
詁
不
能

達
。
而
解
音
則
訓
詁
之
流
。
乃
據
文
按
義
、
詳
為
解
音
。
蓋
欲
便
于
一
家
一
郷

而
已
。
若
夫
博
達
者
又
何
俟
於
繁
解
乎
。

明
命
拾
五
年
拾
壹
月
吉
日

河
内
省
懐
徳
府
永
順
県
安
寧

醫
士　

陳
文
義　

謹
書
」

『
同
』

⑤
「
敦
人
倫

夫
人
道
莫
先
於
明
倫
、
君
臣
有
義
、
父
子
有
親
、
夫
婦
有
別
、
兄
弟
有
序
、
朋

友
有
信
。
此
人
之
大
倫
也
。
人
倫
明
而
後
人
道
立
。
朕
願
臣
庶
軍
民
等
皆
知
以

敦
人
倫
為
重
。
仕
者
奉
公
履
正
而
必
尽
其
心
。
趍
事
赴
功
而
不
惜
其
力
。
為
士

者
講
学
明
道
砥
礪
成
才
、
以
供
国
家
之
用
。
為
兵
農
工
商
者
楽
業
服
勤
安
常
守

分
。
内
以
仰
事
父
母
俯
育
妻
子
。
外
以
供
租
就
賦
好
義
急
公
。
隷
軍
籍
者
勿
離

伍
而
苟
逃
、
勿
惰
気
而
不
振
。
居
平
則
練
習
技
芸
、
有
事
則
奮
勇
向
前
。
為
胥

吏
者
勿
舞
文
弄
法
、
勿
侵
蠧
小
民
。
惟
思
夙
夜
咸
勤
、
無
廃
公
事
。
若
夫
事
父

母
必
以
孝
敬
。
処
夫
婦
必
以
和
順
。
兄
弟
則
相
愛
而
無
乖
争
。
朋
友
則
相
信
而

無
欺
侮
。
忠
経
曰
、
君
子
守
道
、
所
以
長
守
其
庥
。
爾
等
信
能
如
是
、
則
彜
倫

攸
叙
、
諸
福
咸
臻
。
于
以
永
迓
昇
平
之
治
。
煥
乎
韙
哉
。

正
心
術

夫
心
者
人
之
本
也
。
其
心
正
則
萬
善
所
由
生
。
其
心
不
正
則
百
悪
所
従
出
。
可

不
慎
歟
。
惟
皇
上
帝
降
衷
于
下
民
、
若
有
恒
性
。
是
以
仁
義
礼
智
藹
然
四
端
。

人
之
初
生
、
無
不
固
有
。
朕
願
爾
百
姓
等
各
思
恒
守
善
心
、
存
養
良
性
。
雖
所

業
有
不
同
、
而
向
善
則
一
。
富
者
勿
至
於
驕
奢
。
貧
者
勿
流
於
姦
偽
、
勿
遷
於

利
誘
、
勿
陥
於
悪
習
。
苟
有
一
言
之
不
正
一
行
之
不
善
、
必
知
愧
恥
於
心
、
深

自
改
悔
。
楽
善
好
義
以
保
其
生
、
辟
悪
去
邪
咸
帰
于
正
。
若
不
思
儆
省
、
淫
僻

邪
穢
無
所
不
為
、
到
此
陥
于
刑
章
、
噬
臍
何
及
。
書
曰
、
恵
迪
吉
従
逆
凶
、
惟

影
響
。
夫
朕
教
養
萬
民
、
楽
観
爾
等
之
成
、
而
不
楽
見
爾
等
之
罹
于
咎
也
。
爾

等
其
慎
思
之
。

（
三
條
か
ら
六
條
ま
で
省
略
）

崇
正
学

夫
学
者
所
以
学
為
人
。
故
天
下
不
可
一
人
無
学
、
亦
不
可
一
日
無
学
。
而
其
所

学
尤
不
可
不
正
。
朕
願
爾
兆
姓
等
務
崇
正
学
講
明
人
倫
。
堯
瞬
之
道
孝
弟
而
已
。

孔
孟
之
教
仁
義
為
先
。
是
皆
所
當
講
也
。
若
夫
一
切
左
道
異
端
勿
為
其
所
誑
惑
。

爺
蘇
之
説
尤
為
無
理
。
甚
至
男
女
混
淆
行
同
禽
獣
、
煽
奸
樹
党
自
陥
刑
誅
。
此

其
壊
教
斁
倫
尤
不
可
信
。
其
有
業
為
所
誘
當
速
改
除
。
凡
冠
昏
喪
祭
必
循
国
礼
。

苟
不
惑
於
他
岐
自
能
帰
於
正
道
。
夫
業
為
士
者
誦
習
詩
書
自
知
義
理
。
至
於
兵

農
工
賈
豈
必
皆
能
讀
書
識
字
。
然
其
見
人
之
善
言
悦
而
従
之
。
見
人
之
善
行
效

而
為
之
。
秉
彝
好
徳
不
失
本
心
。
入
足
以
事
父
兄
、
出
足
以
事
長
上
。
聖
賢
之

学
亦
不
外
是
。
孟
子
曰
、
息
邪
説
、
距
詖
行
、
放
淫
辞
。
朕
啓
誨
諄
切
本
欲
嘉

恵
我
民
。
爾
等
其
敬
聴
之
。

（
八
条
か
ら
十
条
ま
で
省
略
）
」

『
同
』

⑥
「
喂
道
𠊛
拯
之
𨎠
欣
蒸
𠓇
𨅸
堛
、
𤤰
碎
於
固
義
、
矺
𡥵
於
固
親
、
𡞕
重
於
固

𥢆
礼
、
嬰
㛪
於
固
次
序
、
䕯
伴
於
固
信
、
意
羅
烝
𨅸
奇
𠊛
丕
、
𨅸
𠊛
𠓇
麻
𨍦
道
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𠊛
竳
。Ô

i đạo người chẳng gì trước hơn chưng sáng đấng bậc, vua tôi ở có 
nghĩa, cha con ở có thân, vợ chồng ở có riêng rẽ, anh em

 ở có thứ tự, bầu 
bạn ở có tín, ấy là chưng đấng cả người vậy, đấng người sáng m

à sau đạo 
người dựng

」

『
上
諭
訓
條
抄
本
解
音
』

フ
ォ
ン
ト
の
都
合
で
資
料
と
は
字
体
を
変
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
下
も
同
様
。

⑦
「
敦
倫
次
一
計
𠚢

Đ
ôn luân thứ nhất kể ra

係
浪
人
道
𠓀
囉
明
倫

H
ễ rằng nhân đạo trước ra m

inh luân

𠊛
時
固
義
君
臣

N
gười thì có nghĩa quân thần

矺
𡥵
時
沛
固
親
買
囉

C
ha con thì phải có thân m

ới ra

𡞕
重
𥢆
固
別
𠚢

V
ợ chồng riêng có biệt ra

英
㛪
固
次
伴
和
固
信

A
nh em

 có thứ bạn hòa có tin

倫
常
㐌
𠓇
如
印

Luân thường đã sáng như in

𨅸
𥪝
𡗶
坦
凭
駢
立
身

Đ
ấng trong trời đất vững bền lập thân

」

『
上
諭
訓
條
抄
本
演
歌
』
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上
田
新
也
．
二
〇
一
九
．
『
近
世
ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
と
社
会
』
吹
田 

:
 

大
阪
大
学
出

版
会
．

　

阮
俊
強
（N

guyễn Tuấn C
ường

）
．
二
〇
一
三
．
「
文
字
、
語
言
与
思
想
的
本
土
化
：

関
于
古
代
越
南
儒
家
経
典
翻
訳
問
題
」
『
中
国
学
』
（
上
海
人
民
出
版
社
）
第
三
輯
．

　

小
島
毅
．
二
〇
一
九
．
『
儒
教
の
歴
史
』
東
京
：
山
川
出
版
社
．

　

桜
井
由
躬
雄
．
一
九
八
七
．
『
ベ
ト
ナ
ム
村
落
の
形
成
』
東
京
：
創
文
社
．

　

佐
世
俊
久
．
一
九
九
九
．「
ベ
ト
ナ
ム
黎
朝
前
期
に
お
け
る
儒
教
の
受
容
に
つ
い
て
」『
広

日本儒教学会報 四



- 27 -

島
東
洋
史
学
報
』
四
．

　

佐
藤
ト
ゥ
イ
ウ
ェ
ン
．
二
〇
一
七
．
『
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
二
十
四
孝
」
の
研
究
』

東
京
：
東
方
書
店
。

　

嶋
尾
稔
．
二
〇
〇
一
．
「
タ
イ
ソ
ン
朝
の
成
立
」
『
岩
波
講
座　

東
南
ア
ジ
ア
史　

第

四
巻
』
東
京
：
岩
波
書
店
．

　

嶋
尾
稔
．
二
〇
一
二
．「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
家
礼
の
受
容
と
改
変
：
祝
文
を
中
心
に
」

吾
妻
重
二
・
朴
元
在
編
『
朱
子
家
礼
と
東
ア
ジ
ア
の
文
化
交
渉
』
東
京
：
汲
古
書
院
．

　

白
石
昌
也
．
一
九
九
四
．
「
王
権
の
喪
失
」
土
屋
健
治
編
『
講
座　

現
代
ア
ジ
ア　

１　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
国
民
国
家
』
東
京
：
東
京
大
学
出
版
会
．

　

陳
荊
和
編
校
．
一
九
八
四
．
『
校
合
本　

大
越
史
記
全
書
（
上
）
』
東
京
：
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
．

　

陳
荊
和
編
校
．
一
九
八
五
．
『
校
合
本　

大
越
史
記
全
書
（
中
）
』
東
京
：
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
．

　

陳
荊
和
編
校
．
一
九
八
六
．
『
校
合
本　

大
越
史
記
全
書
（
下
）
』
東
京
：
東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
．

　

陳
荊
和
．
一
九
九
二
．「
黎
朝
の
教
化
條
律
四
十
七
條
に
つ
い
て
」『
創
大
ア
ジ
ア
研
究
』

一
三
．

　

陳
文
．
二
〇
一
五
．
『
越
南
科
挙
制
度
研
究
』
北
京
：
商
務
印
書
館
．

　

桃
木
至
朗
．
二
〇
一
一
．
『
中
世
大
越
国
家
の
成
立
と
変
容
』
吹
田 

:
 

大
阪
大
学
出

版
会
．

　

八
尾
隆
生
．
二
〇
〇
九
．
『
黎
初
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
政
治
と
社
会
』
東
広
島
：
広
島
大
学

出
版
会
．

　

注

（
１
）　

ア
ル
ベ
ー
ル
・
サ
ロ
ー
総
督
の
協
同
主
義
的
な
仏
越
提
携
論
を
受
け
て
ベ
ト
ナ

ム
の
対
仏
協
力
的
知
識
人
の
な
か
に
東
西
融
和
論
を
唱
え
る
動
き
が
生
じ
た
。
そ

こ
で
は
ベ
ト
ナ
ム
は
北
（
中
国
）
に
対
す
る
南
と
し
て
で
は
な
く
、
西
に
対
す

る
東
（
儒
教
文
化
圏
）
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。
［Pham

 1918:341-342

］[ Trần 
1992:xxii-xxvii]

（
２
）　

ベ
ト
ナ
ム
の
科
挙
の
専
論
と
し
て
は
［
陳　

二
〇
一
五
］

（
３
）　

15
世
紀
の
中
国
式
国
家
確
立
の
複
雑
な
過
程
、
特
に
文
人
と
武
人
（
開
国
功
臣
）
、

お
よ
び
功
臣
間
の
抗
争
に
つ
い
て
は
［
八
尾　

二
〇
〇
九
］

（
４
）　

陳
朝
政
治
史
の
展
開
に
つ
い
て
は
［
桃
木　

二
〇
一
一
］

（
５
）　

社
の
成
立
・
展
開
に
つ
い
て
は
［
桜
井　

一
九
八
七
］
［
上
田　

二
〇
一
九
］

（
６
）　

『
越
史
略
』
は
一
〇
七
〇
年
の
文
廟
建
設
を
記
さ
ず
、
一
一
五
六
年
に
「
国
威
行

宮
及
孔
子
祠
」
を
建
設
し
た
こ
と
の
み
記
す
（
大
定
十
七
年
冬
十
月
條
）
。
十
九
世

紀
後
半
に
作
ら
れ
た
『
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
』
大
定
十
七
年
冬
十
二
月
條
は
、
李

朝
初
期
に
は
周
公
と
孔
子
を
合
祀
し
て
い
た
が
、
一
一
五
六
年
に
別
に
孔
子
廟
を

立
て
た
と
い
う
解
釈
を
取
る
。
ポ
リ
ヤ
コ
フ
は
『
大
越
史
記
全
書
』
の
記
述
に
疑

義
を
呈
し
て
い
る[ Polyakov 2013

]

。

（
７
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
時
に
小
島
毅
氏
よ
り
御
教
示
賜
っ
た
。
［
小

島　

二
〇
一
七
：
九
五
］

（
８
）　

い
ず
れ
も
子
路
が
孔
子
の
行
動
に
疑
問
を
呈
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
胡

季
犛
の
儒
教
観
の
傾
向
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ベ
ト
ナ
ム
知
識
人
の
儒
教
認

識
を
考
え
る
上
で
念
頭
に
置
く
べ
き
事
例
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

（
９
）　

「
嗣
徳
三
年
議
準
、
據
礼
部
原
議
、
第
一
期
題
目
請
用
四
書
二
題
五
言
排
律
詩
一

題[

郷
試
限
以
六
韻
、
会
試
限
以
八
韻]

。
且
大
学
中
傳
義
理
淵
微
、
非
有
研
究
工
夫
、

何
能
会
得
。
士
子
既
以
此
為
難
解
、
場
官
亦
鮮
有
以
此
為
試
題
、
而
聖
門
伝
授
之

格
言
不
復
加
心
理
会
。
請
試
題
須
用
大
学
或
中
傳
一
題
、
論
語
或
孟
子
一
題
、
毋

得
偏
用
論
孟
二
書
。
以
振
士
習
而
明
正
学
」
『
欽
定
大
南
会
典
事
例
』
巻
一
〇
六
：

二
ａ
ｂ
、
礼
部
、
科
挙
、
命
題
規
式
。

（
10
）　

科
挙
の
参
考
書
で
あ
る
が
、
元
代
の
著
作
で
あ
る
。
何
故
こ
の
本
が
十
八
世
紀

ベ
ト
ナ
ム
で
刊
行
さ
れ
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
。
こ
の
本
は
国
会
図
書
館
が
蔵
し

て
い
る
（W

951-6

）
。
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（
11
）　

両
書
と
も
ベ
ト
ナ
ム
国
家
図
書
館
の
サ
イ
ト
（http://hannom

.nlv.gov.vn/

）
で

画
像
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（R

.1478
,
 R

.1192

）

（
12
）　

「
帝
與
群
臣
論
及
理
学
、
曰
聖
人
豈
異
於
常
人
哉
。
迹
其
所
為
亦
不
過
日
用
常
行

而
已
。
但
能
人
欲
浄
尽
、
天
理
流
行
、
便
可
做
到
聖
人
田
地
。
古
語
云
、
士
希
賢
、

賢
希
聖
、
聖
希
天
。
豈
非
聖
人
可
学
而
至
邪
。
（
略
）
又
曰
、
国
之
大
事
在
祀
與
戎
。

黎
鄭
之
世
郊
壇
構
屋
以
祀
天
地
。
此
何
典
礼
、
其
不
足
徴
也
明
矣
。
」
『
大
南
寔
録
』

正
編
第
二
紀
巻
四
二
：
八
ｂ
―
九
ｂ
、
明
命
七
年
十
一
月
条
。

（
13
）　

「
明
命
元
年
六
月
、
河
僊
・
永
清[

今
永
隆]

・
定
祥
疫
大
作
。
広
治
・
広
平
・
乂
安
・

清
葩[

今
清
化]

久
不
雨
。
命
所
在
虔
祷
之
。
帝
謂
群
臣
曰
、
朕
即
位
以
来
兢
兢
業
業
、

惟
恐
未
合
天
意
。
今
旱
疫
為
災
。
毋
乃
上
帝
儆
予
之
不
徳
歟
。
吏
部
尚
書
阮
有
慎

奏
曰
、
天
災
流
行
、
自
古
有
之
。
王
者
遇
災
、
知
懼
増
修
徳
政
、
則
災
転
為
祥
矣
。
」

『
明
命
政
要
』
巻
一
：
一
ａ
ｂ
。

　
　
　

「
明
命
四
年
、
順
安
海
口
、
因
風
潮
激
湧
砂
礫
坌
起
、
港
道
為
之
窄
浅
、
船
舶
難
行
。

帝
令
絵
図
進
覧
。
乃
於
図
上
硃
書
、
大
水
流
通
深
十
余
尺
祈
如
所
願
等
字
。
纔
数

日
此
處
疏
通
広
十
数
丈
深
丈
余
。

　
　
　

帝
謂
礼
部
曰
、
一
念
之
誠
、
幸
叨
霊
貺
。
朕
於
天
人
交
感
之
間
、
倍
増
敬
慎
。
」『
同
』

巻
一
：
四
ｂ
五
ａ
。

（
14
）　

「
河
内
布
政
尊
壽
徳
請
安
摺
言
、
今
之
学
者
率
多
躐
等
。
自
少
已
習
為
文
章
、
不

知
循
序
而
進
。
請
凡
人
民
子
弟
七
八
歳
、
教
之
、
先
讀
忠
経
孝
経
以
至
小
学
四
書
、

然
後
継
講
五
経
子
史
、
肄
習
挙
業
以
正
士
風
。
帝
曰
、
古
之
為
教
、
八
歳
入
小
学
、

十
五
歳
入
大
学
、
固
有
序
也
。
惟
士
習
民
風
一
番
釐
正
不
外
乎
人
倫
日
用
之
常
。

年
前
教
條
頒
示
、
無
非
教
忠
教
孝
之
大
端
、
求
之
忠
経
孝
経
之
旨
、
不
外
是
矣
。

況
人
之
為
学
、
開
巻
有
益
、
何
書
而
不
可
讀
。
善
可
為
鑒
、
悪
可
為
戒
。
便
是
学
也
。

若
不
好
学
之
人
則
雖
日
誦
忠
経
孝
経
亦
何
益
乎
。
朕
欲
以
身
率
下
使
吾
民
皆
知
孝

弟
忠
信
節
義
廉
耻
。
潛
消
傲
慢
之
風
。
各
有
君
子
之
行
、
同
為
善
俗
、
方
為
貴
耳
。

今
只
慮
其
士
多
躐
等
、
習
為
文
章
。
遽
欲
使
之
盡
棄
向
來
之
所
素
習
、
而
循
夫
小

学
之
序
則
事
驚
於
創
見
、
勢
阻
於
憚
難
。
或
有
無
書
可
讀
。
将
至
於
廃
学
。
曷
若

仍
旧
之
為
愈
也
。
」
『
大
南
寔
録
』
正
編
第
二
紀
巻
一
八
四
：
八
ｂ
―
九
ｂ
、
明
命

十
八
年
秋
九
月
条
。
も
っ
と
も
家
塾
の
教
師
の
水
準
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
同
時
期
に
清
国
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
漂
流
し
た
蔡
廷
蘭
が
出
会
っ
た
教

師
の
塾
は
か
な
り
の
水
準
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
（
十
一
月
）
二
十
日
。
有
塾

師
陳
興
道
以
詩
招
飲
。
閲
児
童
所
誦
四
子
書
、
経
史
、
古
文
、
詩
賦
、
與
中
国
同
。

皆
写
本
。
又
人
置
一
磚
、
塗
泥
水
以
竹
筆
作
字
、
悉
粗
劣
（
筆
墨
最
少
、学
字
無
法
帖
）
。

或
持
紙
掌
上
作
草
書
、
甚
捷
。
陳
君
頗
通
経
史
、
知
詩
、
人
呼
翁
柴
（
呼
先
生
謂
柴
）
。
」

蔡
廷
蘭
『
海
南
雑
著
』
（
台
湾
文
献
叢
刊
）
九
頁
。

（
15
）　

「
高
平
省
臣
奏
言
、
属
轄
石
林
県
河
広
・
通
農
二
総
丁
田
之
数
、
雖
属
無
多
、
而

山
林
広
漠
、
路
出
多
岐
。
請
照
随
地
里
遠
近
、
分
為
四
総
［
河
広
・
広
疇
・
通
農
・

良
能
］
。
総
設
該
総
一
。
俾
承
辦
易
於
週
顧
。
又
、
轄
民
土
儂
相
雑
、
言
語
不
同
、

能
識
漢
音
者
少
。
向
来
講
説
訓
條
、
聴
之
者
随
得
随
失
。
請
応
従
其
易
知
、
訳
土

音
、
送
諸
社
村
各
一
本
、
俾
相
傳
習
。
許
之
。
」
『
大
南
寔
録
』
正
編
第
二
紀
巻

一
八
七
：
一
九
ｂ
―
二
〇
ａ
。
明
命
十
八
年
冬
十
二
月
条
。
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